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みんなのいえ  

たしろちさと／著 文溪堂 2023 

ちいさなまちはずれの、だれもすまなくなったい

えに、ひとりのたびびとがすみついたことから、じ

ゅうにんがふえ、いえがうまれかわっていきます。 

いえができるまで（しぜんにタッチ!）  

砺波周平／取材・構成・写真  

ひさかたチャイルド 2016 

みんなのすんでいるいえは、どうやってできたのだろう。なにも

ないところに、いえのどだいがつくられ、はしらをたてて…。か

んせいまでのあいだに、たくさんのひとがしごとをしています。  

ここがわたしのねるところせかいのおやすみなさい  

 レベッカ・ボンド／文 サリー・メイバー／作画 

まつむらゆりこ／訳 福音館書店 2022 

いえは、みんながあんしんしてかえってきて、ねるとこ

ろ。せかいじゅうのこどもたちのねるところをきれいな

刺繍（ししゅう）でしょうかいします。 

世界あちこちゆかいな家めぐり 

（たくさんのふしぎ傑作集）  

 小松義夫／文・写真 西山晶／絵 福音館書店  2004 

せかいには、とちをいかしたいろいろなものでつくられたゆかい

ないえが、たくさんあります。しゃしんでしょうかいします。 

ちいさいおうち 

 ばーじにあ・りー・ばーとん／ぶん・え  

いしいももこ／やく 岩波書店 1965 

むかしむかし、ずっといなかのしずかなところに、ちいさいきれい

なおうちがありました。じまんのいえは、まごの、そのまたまごま

でも、ずっとくらしていけるいえです。ところが、ねんげつがたつ

につれて、いえのまわりがどんどんかわっていってしまいました。 


